




































































































































































（7）  創発型の環境マネジメント・コントロール研究として，本論文で再検討したArjaliès and Mundy（2013）以外
にも，Gond et al.（2012）やRodrigue et al.（2013）などがある。
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〔抄　録〕
本論文では企業が何を目的に環境マネジメント・コントロール・システムを設計・活用
するのかを明らかにすることを目的とした。先行研究の再検討の結果，企業は当システム
を，環境戦略の実現と創発の目的で設計・活用していることを明らかにした。環境経営は
新たな企業実践であり，特に日本企業の取り組みの先進性は世界的にも高く評価されてい
る。そのため，筆者はパナソニック株式会社とシャープ株式会社を事例に，同システムの
実践プロセスをインタビュー調査にもとづいて検討した。すると先行研究には見出すこと
のできなかった新たな目的を見出すことが出来た。本研究ではパナソニックと環境NGO 
団体グリーンピースジャパンの協働事例から「共創」（Co-Creation）を目的とした取り組み
を確認した。要するに，企業は環境マネジメント・コントロール・システムを，環境戦略
の①実現，②創発，③共創の3つの目的で設計・活用していることを明らかにした。
